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Ⅶ．考察
１．標準的な達成目標に向けた学習機会

　実習指導体制による標準的な目標達成に向けた学
習機会の違いを比較し、それぞれ、成人看護学実習
の機会の違いの有無をみた。その結果、15項目中13
項目には差がみられず、また、違いのあった２項目
についてもほとんどの対象は、多くはないが機会を
得ていることから、いずれの指導方法においても、
標準的な目標達成の機会は得られていると考える。

２．チームメンバーとの協働に関する体験の違い
　対象がチームのどのような相手と協働する体験を
得ているのか、その特徴を比較した。その結果、チー
ム指導型群は、個別指導型群より実習指導者以外の
チームメンバーと看護する体験が多くあった。個別
指導型群は、実習指導者、患者担当看護師とともに
看護を行う機会が多かった。受け持ち患者にケアを
実践する場合、状況によっては、実習指導者ではな
く、学生が受け持っている患者の担当看護師と連携
して、ケアの時間の相談やケアができない場合の依
頼などを、行っていると思われる。チーム指導型群
は、チーム全員から指導を受ける体制の実習であ
り、かつチームメンバーと患者担当看護師との協働
に関する体験が多い。先行研究では７）、学生は、看
護師に必要な支援を求めたり、相談したりする経験
が低かったが、本研究では、チームメンバーと、看
護ケアの目標や計画を共有すること、分からないこ
とや、困ったときの相談を気軽に行っていると答え
ている。チーム活動に参加することで、チームメン
バーとコミュニケーションをとる機会が多く得られ
たと考える。

３．協働活動に関して学んだ程度の違い
チーム指導型群と個別指導型群と比較して、「と

ても学べた」と答えた対象数が有意に多くみられた
のは、４項目であった。このことから、学生を看護
チーム全体で指導するチーム指導型は、チーム活動
に参加しチームメンバーとともに看護を実践するこ
とで、協働活動に関する学びが得られることが示唆
された。
　三沢らは、メンバーが連携して業務を行うために
は、モニタリングや相互調整は、各自の仕事の進捗
状況を相互にモニターし、必要に応じて行われる調
整行動ができることだと述べている９）。チーム指導
型の臨地実習において学生は、メンバーの業務状況
や行動をモニタリングし、自ら現在の能力を超える
と判断する場合は適切な人に助言を求めるなどの行
動調整をとおして、「メンバー同士の連携した業務」

した。その結果、チーム指導型群で有意に多かった
のは「適切な人に助言を求める」であり、個別指導
型群が有意に多かったのは「プライバシーや個人情
報を保護」であった。その他の13項目については、
２群間で学習機会の多さに有意な差はなかった。

３．チームメンバーとの協働に関する体験の違い
　（表４）

チームメンバーとの協働に関する体験の11項目に
ついて、両群ともにほぼ９割以上が体験したと回答
した。これについて看護師の誰と体験したかを尋ね
た回答については、主に臨床実習担当指導者をして
いる看護師（以下、実習指導者とする）や受け持ち
患者担当看護師ではない、チームメンバーと協働し
たと回答したものが、チーム指導型群の方で多く
みられた。そのうち60%以上を示したのは４項目で
あった。個別指導型群ではチームメンバーと協働し
たと回答した者が最も多い項目で39.6%、少ない項
目では3.8％であった。「相手の仕事の進み具合（忙
しさや業務の状況）について注意を払う」「受け持
ち患者の情報交換をする」「患者のケアの仕方やケ
アの方法で困ったときに相談する」「分からないこ
とがあれば気軽に尋ねる」の４項目において、チー
ム指導型群では受け持ち患者担当看護師および、そ
の他のチームメンバーとともに看護をした体験が多
く、個別指導型群では実習指導者および、受け持ち
患者担当看護師とともに看護をした体験が多くみら
れた。

４．協働活動に関して学んだ程度の違い（表５）　
　協働活動に関して学んだ程度15項目について、

「まったく学べなかった」という回答が最大で７%と
少なかったため、２群間の比較は、「とても学べた」、

「やや学べた」、「あまり学べなかった・まったく学べ
なかった」との間で検定をした。その結果、15項目
のうち４項目において、２群間に有意差が認められ、
個別指導型群に比べてチーム指導型群の方が、とて
も学べたと回答した者が多かった。具体的には、「⑬
看護チームメンバー同士が教え合いお互いの学び合
おうとしている」については、とても学べた、やや
学べたが有意に多くみられた。同様に、「③チームメ
ンバー同士で連携して業務を行っている」、「⑦チー
ムメンバーの業務が過重になっているときチームと
しての協力体制としてメンバーの誰が支援に入れる
かを決定している」、「④チームメンバーの忙しさや
業務の状況に合わせてチームの看護師が行動計画の
修正をして行動している」についても、チーム指導
型群が多くみられた。個別指導型群の方が、とても
学べたと回答した者が多かった項目はなかった。
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表５　協働活動に関して学んだ程度の違い
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　本研究では、看護チームに参加しながら行う実習
の価値に注目したが、こういった実習が導入されな
い原因は他にもあると考える。本研究結果を用いて
価値の理解をはかることで他の原因に焦点化するこ
とが可能になり、さらなる検討に結びつけていく必
要がある。

Ⅷ．研究の限界と課題
　今回、看護チーム活動に参画するチーム指導型で
実習することで看護チームと協働に関する学びが多
く得られたことが示唆された。しかし、アンケート
調査は、領域別実習の前半にあたる時期に実施し、
対象の学校ごとに科目の進度が異なりアンケート調
査の実施の時期や履修の実習科目が異なっており結
果への影響が考えられる。また、チーム指導型で学
生を受け入れている施設が少なく量的に限界があっ
た。今後は、本研究の結果をもとに、臨床現場の指
導体制や学習環境の現状を調査するとともに、看護
基礎教育において看護チーム協働が学べる実習環境
を整え、チームと協働する実践能力の育成方法につ
いて検証していきたい。

Ⅸ．結論
１．協働活動に関する学びについては、すべての項目

について「とても」または「やや」学べたという回
答が多く、また15項目中11項目で差がみられなかっ
たことからは、いずれの指導体制であっても、実習
により協働活動を学ぶことができると考えられた。

２．チーム指導型で指導を受けた対象は、協働活動に
関する「メンバー同士の連携した業務」「チームの
協力体制」「お互いに教え合い学び合う援助的行動」

「業務の状況に合わせたチームの行動修正」の４項
目について、学べた程度が有意に高かった。このこ
とからは、チーム指導型の体制において、対象はチ

　ームメンバーとともに看護をし、特にチームにおけ
るメンバー同士の相互作用を体験し多く学ぶことが
できたと考える。

３．看護基礎教育においてチーム協働を学ぶためには、
通常の実習に、看護チーム全体で指導する実習指導
体制を導入していく意義が示唆された。

謝辞
  本研究を行うにあたり、アンケート調査にご協力い
ただきました学生の皆様、研究協力を許可くださいま

にはチームメンバー相互のコミュニケーションが重
要であることを学ぶことができると考える。
　また、業務中に活発に相互をサポートする「チー
ムの協力体制」「お互いに教え合い学び合う援助的
行動」に関する学びについては、先行研究において８） 

学生が看護チームに参加した統合実習でも同様の結
果が得られている。看護チームメンバーは、お互い
の状態をモニターし、支援行動を行っている。学生
は、チームメンバーとの協働活動に参加することで、
看護チーム内のそれぞれのメンバーの役割や行動か
ら、看護師一人ひとりの状況を把握しやすい実習環
境であったといえる。このようにチームメンバーと
ともに情報提供や行動計画の調整を行うことで「相
手の仕事の進み具合や状況に注意を払う」などの体
験から、「業務の状況に合わせたチームの行動修正」
として看護師の相互関係やチームワークについて学
ぶことができたと考える。
　成人看護学実習においても、標準的な目標達成を
担保したうえでチーム協働について学べたたことは、
現在導入していない施設や学校についても積極的な
検討を行う後押しとなる結果であったと考える。ま
た、看護基礎教育の中で、協働して看護を実践する
ための要素を学ぶことは、卒業後、臨床の場で看護
チームと協働した行動化が可能になると考える。
　一方、チーム協働に関する学びのうち11項目につ
いては２群間で差がみられず、両群ともにほぼ70％
以上が「やや学べた」と回答をしていた。このこと
からは、指導体制に関わらず看護実践をとおして
チーム活動を見ていると推測される。

４．看護チームとして協働した学びの成果と
　　実習方法として導入する上での課題

　今回の結果をみると、成人看護学実習の学習機会
が担保でき、チーム活動に参画することで協働した
学びが得られていた。このことから、学生が看護
チームに参加していく実習の導入を考えていくため
には、今回の結果を一つの事例とし、徐々に、成人
看護学実習でも実施可能であると現場の理解が得ら
れるように調整、準備していくことを提案したい。
　一方、「まったく学べなかった」という学生につ
いては、他の学生とは異なる理由で学べなかったこ
とが想定される。どちらの指導体制であっても「学
べた」と回答した学生が多く、ある程度は学べる内
容であるが、それらのなかで「まったく学べない」
と回答した理由については実習中に何らかの理由で
個別に指導を受ける状況であったか、チーム活動は
見たが非常に不愉快な経験をすることで否定的な意
見になったことが考えられる。
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